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このたびは、コ□ナ百ミ曲ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明璧 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちカタい 
つでを見られる巧に「保証書]となに大切に保 
管しでください。 
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この取扱説明靈および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや化の人々への危害や貞才産へ 


の損害を未然に防止するために、し巧レろな絵表示をし 
でいます。その表示と轟巧は次のよラになつでいまず。 
内容をよく理辭しでから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示をお視して、誤った取り扱い 
をすると、人び死亡、壺傷を貧ラ巧能 
性または义巧の巧能巧び想定されるの 
容を示しでいます。 


A 


爪ミ主意 


この表示を無視して、裝つた取りおい 
をずると、人び傷密を負ラ可能なや物 
的按密の発生たて想をされる巧容を示し 
でいます。 


絵表巧の例 

处盈号は‘ま窗を促ず内宮があることををげるちのです。 
図の单に冥巧のなを愚の容 （ を图の爆ちは一般的なま 
'慈）びおがれでいます。.. 

'( S 紀喜は漠止め巧為をあることを普げるちのです。 
園な)ホやお憤に臭がのな禁化内容（を図の揚さはガソ 
リン禁止)が猫かれでいます。 

©記葛は行為を指をずる的皆をきげる右のです。 

V 国の中.じ員体的な指示內容 （ 左因の孩さは一般のな巧 
をの指示）が巧かれでいます。-が巧野::’节::門站， 


A 警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

巧ソリンなど擇発性の高いミ由は、絶対に使巧 
しないでください。义のの原因にな0ます。 


( 8 ) 


I 給 Sf 気筒トツプには金網などは付けなし、 


給排気筒トップ閉そく危険 


給が気筒トップの周りび雪で/及 三?^^? 

さびれたまま使亂ないでくだド M 。 ••〜 
さい。ふさがれでいるときは、 

除雲しでください。 ^ R 

また、板などによる「雪囲い」 LJ 

は給排気の巧げになるのでおやめください。蘭そくしで 
いると運馬中にがガスが室内に漏れで、を倭です。 


〇 


お島緑筒トツスこは、虫よけのため 
のを網などは側すないでくださし、。 
給排気の巧げになり、異常燃焼を 
おこしがガスが室のに漏れる巧能 
性びあり危暖です。 


給排気筒（管 • ホース）外れ危険 


■mi 


給排気窗（营-ホース）ヴがれ 
たまま使巧しないでください。 
がれでいると運鼠申にがガスび 
室のに漏れで、麽湊です。 


温風吹出口をふさげない 

巧類、祇などで温風吹出□や空気 
巧入□をふさびないでください。 
巧類、紙などで;をさぐと、义おの 
原因になります。 


定期点検の実施 


スプレー宙 厳禁 乂 f 

スプレー击や力むットこんろ巧み、が A 占 
ボンベなどを湿風のあたるとこ 
ろに放歷しないでください。 ^ 

熱で定の圧力か’上か‘0、囉発しで危険です。 


定期的に年に1回程度)じ点横-整備 
を受けでください。点検を受けすに 
長期間使巧し続けると、巧障や畢故 
の原因[こなり危睽です。 

点検 • 整備はお置いずめの販売盾や 
湿搭香のいる垣に巧頼しでください。 


〇 


ご自身での据付け-移設工事の^ 


お客様ご白身によるエ擊は危険 
です 

据巧け工事は販売店や專門業著 
にご依頼ください。（ストーブ 
を移證させる場をち同じです。） 


_でさるよね? 


遊運意に ALO 鑽 N) 


力ーテン、可燃物近接禁止 


ゎ氏^ (( I 

力ーテンや燃えやすいちの / 1' (V > 

をおブけないでください。 /ノぶ\、一 

さ驚発生するぉそれがぁ街!^^^ 

可燃物との離隔距離につい0^ I 
では、標準据巧图 （[^22 ページ)を参照しでください。 


電源コードを傷めない 


電源コードに無理なでを加え 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラグ^/:^ 
を巧くときは、コードを持つ 又接 
で引ぎ抜かないでください。 y/t 
义おや感電の原因になります。/が个 


り 


巧流フアンガードをがしての運範禁止 （ FF -3 日 8 S のみ) 


巧流フアンガードをがした状態で運輯しますと、カーテンなどを巻きこんで义ぶになるおそれびありまず。 
また字などふれるとけか’をずるおそれがあります。 


Q 













么ミ主意に AUTION) 


給排気筒の接続に関ずる注意 

給排気简の接続は、正しい 
位置に接続しで < ださい。 

誤った接続をすると、異常 ^ 

燃焼や义災の原因になります。 / 


〇 


遍風に直接あたらない ^ 一- 

温風に直接長時間あたらない "V 

傾温やけどや脱水症がになる 
ぉそれ施りまず。， \難卿 

-•—特に轻连接をぉ年寄瓦. U の杰自 i 苗后ぶ徽撫提息.、 

周卸の人が十分を意して'‘-ください • -：；;. .:'.た.斯:.‘.:-:- 

♦巧類などを乾燥した揚を誘材によつてはをあせずるごと… 

/ があります。'-....' で.；:'''.こ-.:.—'^ こ'' 一 


が 


ill iii 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは、使巧し 
ないでください。 

異篱燃焼のおそれびあります。 
すみやかに運乾キーを愼止」じし 
でください。 


高温部接触禁止 、 

燃焼かや消火直後は、高温部 
(温風吹出:])、給排気筒トップ 
に寺などふれないでください。/ 
やけどのおそれびあります。< 



0 


改造使用の禁止 


Q 


願 


(D 


傷 


® ル さいおろ様のいるごを庭では、特にを 窗 しでください。 

長期間使巧しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないと言は、潭源ブラグを巧いで 
ください。 

火がやず想しない畢おの原因じなります。 I 


電源の接続 


(5 


♦耍源は適正配線ちれたおホ目100 V のコンたント 
ががは使巧しないでください。 ^ 

発熱.幾义の原因【こなります。 

♦電源コードは、違中で接続したり、延長コードの使巧 
他の霞気器臭とのタコ足配線をしないでください。’ 
発熱•発义の原因になります。 


改造しで使巧しないでください。また、ス I ^ 
ブ本体やお排気筒【こは床廣房巧の熱交換器など 
を取り巧•けないでください。 

义災やがガスび室内に漏れる原因となり危険でず。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントじ根元まで 
確実に差しこんでください。（また、 を 
傷んだプラグやゆるんだコンたント 
は使届しないでください。） /一一 

义災の原困になります。 グ 

めれたまでの抜ぎ養しはしないでください。 
感電の原西にな0ます。 


麗源プラグのお手入れをずる gl 

とぎどぎは電源プラグを抜ぎ、ぽこり(および胃 
金厲巧！)を除ましでください。（ほこりびたまる 
と湿気などで總緣不良じな 0) 火がの原因にな0ます。 


な油の保管 A 

なミ由肤义気、雨水、ごみ、高温および直前日光 Sw 
をさけた織 ff じ保管しでください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃烧や乂災のおそれがあります。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないで<ださい。やけどした0、ストーブび変 
おずること力ぐあります。また、かびの部に入る 
と、感電、义が、故障の原因になります。 


Q 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップ CD おくに、 お画平 
なおやす燃物など引乂の A 《! 


据付け上の注意 A 

® お客様ご自身による: W は鎌です。 wv 

据イ寸け工事や移設工事は、必すお買い求めの 
販売店にの頼しでください。 

@ストーブおよび給排気筒の据付けについては乂巧予防 
条例、5ミお燃焼機器の設遲薑準による規制がおりますの 
■で、これにがつで据巧けでください。 

@ス1ブの固定は、本体固定金具などで、確実に固定し 
でください。 


変質好油禁止 

変質紅ミも（持ち離したなミを)、不純巧ミ由（な油なが 
のミ由•水•ごみび混入した巧油など）を使巧しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれがあります。 


おが気筒トップの巧くに、 
なおやす燃物など引乂の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义災のおそれか’あります。 




指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないで<ださい。けか’や火がの原因になります。 


油漏れ確認 

油タンク-ゴム製送油管- 
接合部ぉょび撒器などから 0 え L (- 

のな油漏れびないことを 冥 

醒認の上ご使巧ください。 

阿油び漏れでいると乂おの C 漏れ確認 

おそれびあります。 - - 


Q 


# 










么謹意 (CAUflON) 


、心, 



給油時消乂 

給ミおは、必ず消火しでか 
らおこなつでください。 
こぼれたなミをはよくふさ 
巧つでください。 

义災のおをれびあります。 


高温部（やけど）に注意 

燃焼中や消火直撥は、高温部（グリルの周を 
など）、排気簡（煙哭、島腐筒トップ、給排 
気筒トップ)に字などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


油は、 

.消火を!. 


>〇 



.一, 一、， . ."い-、. . 一,—..., 一 ' . '• 

お願レ0了に医) 


A 


分解修理の禁止 _、 

故障-破損したら、使巧し fSSN —。 尸 
ないでください。 《9(^ \ 

不完をな修理は、危険です。 k 

お翼い求めの販売店[こ修理 t 、で 
を依頼しでください。 ^ —— I 


廃棄ずるとをの注意 

ストーブを廃棄処分ずるときは、定ミ由面器の 
ななを抜さ巧っでください。 （13= 15ぺージ） 
I 灯巧が入ったまま窝棄するとリサイクルの際 
におわめ畢故になるおそれがあります。 


が 


. # 


口油の廃棄 

の■油の廃棄処分は、なミををお質い求めになった販売店に 
ご相談ください。 


圓使用する場所 


ま全に使用するために 

原 


マントルピースなど【こは据なけないでくださし、。 


•標高か500 m を超える高地では使巧しないでください。 
(空気の濃度か’薄いため、燃焼に必要な空気か不足します。） 
高地で使用する攪含は調整が'必票です。（詳しくは、工事 
説日月鹽の 广高地で使巧の場合） をご養<ださい。 ) 


め 温室、飼育室、乾燥室などでは給巧に使巧しないでくだ 
さい。 


効乗的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

@外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気か t ストーブで 
暖められ、溫風としでな流しますので効果のです。 


温風の循環を巧ばない 

感温風吹出□の前面に障害物を麗かないでください。 

:ぶ！靖害物があると、部屋の温聞こむらができる.ぼかりでなく、本体 

>巧?しで陵でず S ..;. 记试 > 帯豊ご止な毒^ 一，’„、: 

參温風吹出□側の空間を広くとれる場所を農んでください。 
















画 &gll の fd : まえ 

外観図） < FF -448 S > 


前パネル- 


温風吹出 □ 


のぞぎ窓 


点検用/をた 


定巧面器 IJ じットボタン 


背商 カバー 


巧流用ち風お一 
(温風空気取入 □) 

本体固定を臭一 


ルー 厶サ ーモ たンサ- 

排気管あけお知巧リード線 


M 


題源コードー 
オイルフイルタ 


が気舊巧は口 
譜裁筒 
お気管巧が □ 


洽気 ホース 
を油管巧は □ 


造図） 


過熱防让装壓- 

(ま金サーモスタット） 

遅延サーモスタッ I — 
のぞき窓- 


燃焼巧送風機 
(巧部） 


B 画 




点义ヒータ 


—プリント配線板 


点义トランス 

(巧部) 

—定油面器 
(電磁ポンプ) 


巧露自勸消义装歷 


4 

























( T 外観図 )< FF -358 S > 

風—罐 


fell 




点义ヒータ 
(巧部） 


巧露白勸消义装慶 
(巧部) 



































燃料は必ずな油 (J 旧 1 号な油)を使用しで < ださい。 ^ 

鑛 I A 醫告 I ガソリンなどの揮凳性の高い姐は絶対に使用しないでください。 喊 

火災の原因になります。 ^ 

戀 「 A 注意 1 変質なミを、不純口油などは絶巧に使巧しないでください。 W 

爆 I A ま意 I な細ま必ず火気 - 雨水 * ごみ*高温および直射曰光をさけた場所に保管し A 
てください。 胃 

ガソリンなどといっしよにな管しないでください。誤って使巧すると寅萬燃焼や火がのおそれがあります。 


刻で由とガソリンの見がげかた 


堯貴な油 • 不純なミ由とは … • 



巧 シー スンぶ 
0持ち越しの 
口巧 


疫期間曰がに 
あたる巧や還 
度の岳い巧し 
巧宮したの巧 


容器のふたが 水-ごみや巧 
開けてあったり、巧な外の巧が 
乳白色のポリ ほんのねすか 
容器で保営し でち混入した 
たロミを口巧 


巧ミ由はめれたまま ガソリンはすぐ乾く 



0 り進〇 ぶ 

變變豕写變 


参極度に変資したちのは、黄を巧びかつたり、すつぱいにおいびします, 
参必す巧な巧のポリタンクをおをいください。 

参巧猫はシーズン中に使いきりましよう。 


■ 変費灯油やす純な油を使用ずると、機器の故 P 章の原因になりまず。 

•ミ由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこじたり、ス-卜^ブの擾傷を早め、な障の原因になります。 '、'み.‘..:. 

' —参ホ:-やごみ■カタ送猫経路のじ流れこ-が焼不良や想乂不良の原涵じな■ります。—. ... . . 


画変質幻■油やす蒂欧了油を使巧したときは… 

''♦お聲け求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□じご運撥くだをい .。…V ’ 


変窝巧'巧、,；不純な油び原困で修理を巧頼されたときは;保証期間ホでち保証の巧を列となります< 
. •変質巧'油の化理でお困りの場さは、巧油をお寶いずめの販売店に•ご.相談ください。 


ぞ給油の手順と注意: 


感 「A ま慰 1 給油は必す消乂しでからおこない、こぽれたな巧はよく 
ぶきとつでください。义災のおそれびあります。 

® 送巧バルブを閱じで給‘;由□みたを外し市販の給油ポンプで給'庙し 
で < ださい。 

油麗計の針び r 滴 J をさしたら給ミををやめでください。 

給油搔は、給油□にあるストレーナを取り出しで、水やごみびた 
まつでいたら掃臨してください。 

感ストレーナを取りなけで、給ミ由□ぶたを必すちとどおり締めでくだ 
さい。 

©給油の隙は、水-ごみなどを入れないよラに注窓しでください。 

か-ごみなどは燃焼不良や、ストーブの賽をほ下などの原因になります。 
毎給ミを□ふたは、確黃に締めでください。 



給油ポンプ 


給ミ由□ふた 

ストレーナ(巧部） 


ミ由靈計 


送油バルブ 
水 グージ 
か抜ぎバルブ 


ミ巧タンク 










燃料切れのを意と空気抜をの方法 


® ミ曲タンクを空にしないよラに;ま麗しで < ださい。 

ミ曲クンクを一旦空じしますと、送油経路巧に空気がたまり、正常に送油できなくなることがありまず。 
このよラな場含には;欠の順唐で空気撒きをしでください。 

1.巧タンクに繪;巧します。 / / 

2•ストーブ背面のオイルフィルタに巧いでいる空気巧き巧の ^爲ノ 

ねじをゆるめでください。（な逆び巧にこぼれないよラに巧、 

容器などを巧窓しでください。） ■■ 

3. ゴム製を巧管をよく振り、送巧経路巧の空気おぎを十分にお 

こなつでください。 I が"っィ,,々 

4. 空気が巧けてオイルフィ J レタの中に口;巧び満たされたら、空 Y " ソ 

気巧き巧のねじを締めでください。 - ' 

•油タンクは、.空‘(こしないよラに、草めにお油してください。 

—義妨で酒里ると左も一固じ—割昆で送油経路の—細で痛た'しで比らおこなつ—こぐ紋^_ 


炎前の準備と確認 

定油面器のセット」 


•巧めで使巧ずるときやシーブン初めに使巧する場ち、ストープち側面 
の定ミ由面器リじットボタンを巧しでください。 

みリじットボタンは、据え巧け時や、シーズン初めに操がします。 

ストーブに強い衝薇を导えたりした場含ちこの操作をおこなってくだ 
ちい。 

娜巧一、 点义操た後4〜5分しでち着火しなかったり、窟火を2〜3お 
で消义しでしまラ攝含ち、リじットボタンを押しでください。 

な巧流入□のごム巧の固窟び列れでな油びスムーブじ流れます。 

被堪谭那姆辑禪酷鉛な没ぶ.;接;..班禁锅韻お;赏帶辩だ;ぶ巧 

•リた扣トボタンを巧す昭は、スぺーサをがレで巧さないをくださが 
また—、'ち砂な上巧し続けだり、何固ち巧し下げもりをど乳察に取り- 
扱わないでください。 定巧面器よ〇渐(}%ふれおたり、：::黄常赫诱の, 
原困となる場さがちります。.. … — 


リたツトボタン 



U たツトポタン 


スぺーサ 


慾由経路の点検 


@ 1 A 注療 I 油タンク*ゴム製送油菅-接さ部および機器などからな;巧漏れが 
ないことを確認しでください。 

® ミを漏れのあるとぎは使巧をか止し、油タンクの送油/'0レブを閱じでからお题い 
巧めの販売店にご相談ください;?;ぷぷクごミて谋な歲麓寬礙ご~■驚:ご.-;預 


漏れ確認 


;電源の^^ 


[ A ミま薇1 電黯#ラグ.コードの発熱.篇乂を巧ぐたがじ^. :で苗品:ご:おご:?.巧狸.を….-;こ. V -: 

參載原すろ’がま'堅!.をセントに根元まさ'插姜だ害‘じとが营ぐ'担をだを;。.三这て; CC 、' ちを-.--こ： 

參電源,は必 ■#' 適正配線された単相1日 0 V のコンたントを使巧しでください。 

爆載原;ゴぞドは、違审を接続したり鸡長コードの使巧.他の電気器員とのタコ足配線をしないでください< 


スドーブ周囲の確認 


H A 注薇1 力ーテンや燃えやすいちのをおブけないでくださし、。 
义がか t 誇をするおそれびあります。 



纖気筒接続部の確認 


> し公離告 i 給排気筒(醫•ホース）か‘外れたまま使活しないでください。がれでいると運頤中に排ガスが' 
室巧に漏れで、危険です。 











国饒用方法 


温風が出る前に運輯キーを婚山にしでち約8分間は運較を継続しますび異常ではありません。 
これは燃焼室巧の末燃ガスを完全に燃焼させるための安全運転です。 

1.油タンクの送;巧/ ' U レブを開いでください。 


2. 運乾キーを押しでくだちい。 

«運臨ランプの点なと同時に、時計表示 
(未じットの擺合は -- 0 ° --) から、 
温度表示に切り藝ねります。 


® 窟乂後約10か間は、熱隧おのため、熱否瘦器などびルさな:富を出す与とがお.りますが、異常ではをりません 。 . I 
がりを苗持はストーブの耐熱莖料などび焼けで煙とにおし、か-おることがあり.ます'。、’：’;だ，古.'-.,.-. i .’. i :.., 

窓をあけで部屋の換気'をしでください。 

⑩初めでさ使巧になるときは、送巧経路巧の望気だまり（エアロック）によりなび立消えになることびありますび、 
—昼消乂しで、 i 治をるのを待つでからもラゴ度病0^しでくださ％4,、;.二 L ,. 一，.,. 山心:， :...'山;','.…' 

•綱焼中に煙起耳嗟道おしで「消义」にし担で.;'巧おブうグをおし、搭りご裝はぶう'を指 t 声半声起持すなどレで遼亟 
を止めまずと有！!]消次し，巧体の部びを却レでからでをいと再点;*^できません貼ぶ H ザ削;序が:;';明 i ;;. 六^^ 

々列気温ぴ插ぶ券るど、給排気筒トッブから運瘋的に岛煙がおることります f 寧草難ぶ苗かが..’.; |..'g 苗ちな!^ご^^ 
これはがガス中'だ含まれでいる化かび疑結しでか巧気になるためで、異裙燃娩こよる'肖! i ではありまぜ化。'’''' 



ストープ運転中肤ルームサーモたンサにより設定湿度じ瞄じで有勤的に乂力が切り変わります。 


温度調節キー I — り+]を巧して活望の設定温度に合わせでくだちい。 

の 0 キーを 1 回巧すと設定温度び 1 で下がりまず。 

® ( 3 キ—を 1 回巧すと設定涼廈力* 1 で上びりまず。 

® 1 -) 0 - 1 キーを巧しつづけると、設定温度は連続しで変わります。 


@惇電びあった穏合でち 1 分間扮巧の悟奪であれば、再たットする做要は 
ありません。 

® 末じットの擺さ、設定温度は自勤的に 22 でにたットされます。 

参設定温厦は、 12 でから 30 でまでの節画でわットできます。 


參炎のが離は費い炎の中に、いくらわ\の黄色い炎（赤火）か’漬じつでいでち異常ではありません。 



< ii 輯ランプ点な〉 


おを涩度 空巧温弦 




な J 立/招刻 


卜な応 


おはよう 


おやすみ 


時 


巧 










eco モード 


最ル火力でを室温か’上昇する場ち（気溫の高いとぎ、曰あたりの良い部屋）は、ェコモードをお選びく 
ださい。 


因ェ コモー ドのセット 
エコキーを巧してください。 

@エコランプが点紅します。 


<エコランプ,爲幻> 


[抓 M /到 

吗^ 院別_ 

H 乐 


國エ コモー ドの解除 

ちラー度、エコキーを巧しでください。 

® エコランプが消なしまず。 


〈エコランプ消打〉 


H H 


■エコモードとは… 

♦靈大火方を約30%おさえで運輯します。 

♦巡定温度げ2 0でに設ちされます。ただし、お定温度び2〇でよりを惊い礙さは、そのままの没定温度にな 
ります。また、エコモードをじットしたをでち、設定温度は変更でまます。 

•室温が設定為度より約3で上昇ずると宜動のに消火（たーブ消火）し、 <エコランプのみお巧〉 

驳定温度までてがるとき動的に再点火しで、室温を網節します。 mm 

じーブ消乂中は、エコランプのみ点なしでいます， 


く運転ランプ消灯> 


なを狙なな内巧田 


I 广 "II 祁 — 



邏輯 キーを巧しでください。 

♦運廣ランプは消なしますび、本体の部か‘冷却するまで 
燃焼巧-巧流巧ち風機は、運輯を継続しまず。 

0デジタル表示部は温度表示から時刻表示にの0変わり 
ます。 

0約10分後に本体巧部び冷却され、燃焼巧•対流巧送 
風磯び自暫)的に偉止しまず。 

•ががするときは、私ず消火しでくださし、。.. 鬻觸离 

-♦消が操作後、;' 温風げ出でいる間な;..-絶对•に强源な奇資を 
娘かないでください。'をし擴きまずと、.めぞき窓びすす 
でくちうたり、 I ストーゴ访表面温度がと昇12^をず皆-""' 
-♦-1 zL 注蠢1長期間使南しない陽合は、--巧流用を固热が - 
巧:比だでがら、巧源プラグをコンたン>なを巧いてくだ 
さ'い，。 .，こ、一‘，、 


消乂後再点义ずるときのを意 


燃焼中に誤ってなのよラな操作をすると、再点火るを裝麗の働きで、本体の部か’冷却されるまで点火でき 
ませんので注騷しでください。 

@輩源プラグを巧いた。 

◎おはよラタイマーキーを押した。 

® 運乾キーを巧した。 

ただし、瞬間的な惇電（約3砂臥の）の揚合は、そのまま燃焼を継続しまず。 


消义ずると…現在時刻を表示しまず。 

班返 afi 玄。温度 • 

•為な/防巧！ タイマ -®广 

〔一10-11ぉは马的 








タイマーの使用方法 

施時刻合わせ ■ 


.表巧な換キーを巧しで、時計舍せランプを点な 
させます。 

感現を時刻をじットする前は、 

午酱12:00を表示しまず。 f —— . 

展示 


ぶイター時刻合わせ 


•表示切換キーを押しで、タイマー含せランプを 
点なさせます。 

ぶ タイマー時剔をたットする 

前は、自動的に午前5:00 _ 、 

にたットされでいます。 I 表示 I 


瞬端ミ 
タイマ％ g 强 


2. 時計調節キーの [-1 I 牛 j を巧して現在時刻 
をたットしでください。 

參1回押ずごとに「一1(瞒は1時間、 1+] (分） 
は1が進みます。. 

巧しつづけると表示は連続しで進みます。 

ゆ 1 — 1 (時）キーで時刻合わせをしたときは 
午前-午後をまちがえないよラにを愚しで 
ください。 


2 . 時計調節キーの [-! l + j を巧しでタイマー 
点义時刻をたットしてください。 

♦1 ◎巧すごとに卜1(時）は1時間、 I 牛1(分） 
は1分進みまず。 

巧しつブけると表示は連続しで進みまず。 

♦ 0-1 (時）キーで時剔合わせをしたときは 

午前-午穫をまちか’えないよラに注廳しで 
<ださい。 


• 5 妙間操作げないとき、時刻表巧部はき翻蜘こちとの表示にちどりまず ぶ'、’-打''バぅ:が。:〜:ご’-.'.,ぶ 

それな上の悟蜜で、時刻表な潮びす’ rq を表のしたり時刻さねせをおこな3でください。-，::. ，が：..、. 

• 1か罐鑛 1®!! 旣5驗舞:^益軟饌讀輯、藉 S . O-eS 品 iSi を託?:三 

..たツト時刻囑§聋るとき以州まタイマ-時刻換た鑛華霉^扣照;轉二職埋盛：;:'强で巧題;盟だ-、 


おはよラタイマー 


ス I -ーブ厚止中か 6 のタイマーセット 
1 - 運提キーを巧して<ださい。 


2.おはよラタイマーキーを巧しでください。 — _ 〈おはよラタイマーランプ,親な> 

•おはようタイマーランブび点なしで、たット ___ ^盈巧虽巧盈ぉ 

完了でず。 圍 smnnmmmm 

みデジタル表ホ部におはようタイ7-た、ジト剛 溫を時刻 ず矿;;脑 

び表示され、おはよラタイマー運窗じ入ります。 1 — 1 任 I I 卸まょぅ I f 例み 

•約5秒後に現巧時刻表をにちどります。’ ^ ^ 

•含ねせた時刻になると、タイマーたット前の運短 _____^ 

モードで運転を開始します。 

，——参必或夕 i マニ想若社ぶを免にお.こなつでください。--...:.-.-- J . .. X ;’.：，■: ,.：vo 

ド:; ♦みおでブ釋ホ染無を載はようタイ々一をもットずる惕さは、' 運おキーを巧しでから芭砂が巧におはようタイ’ 
iC .' 读苗律華着が磯獲ださし、。，： 、' 巧嫉指知。:,ぶ 、二 r . t も打，.-.'巧'...:,' 

. ’お.ち殺がち慧適ぎぎと；昼点义數巧に入るため、,燃焼巧送風機び8か簡回り続けます。-- 


Biia ~广 'IP n n ^^■MHSEIIH 

ESH し , JP し,。 

活度/時刻 •ぞタイマー ち政 

日曲 @ jH 


固おはよラタイマーの解除 

おはよラタイマーキーを巧します。 

面 おはよラタイ 7- ランプび消なし、デジタル 
表示部び温度表示に切り変わります。 

@このままであれば自動巧に燃焼を開始します。 
停止する場含は、選転キーを巧しでください。 


_ <おはよラタイマーランプ消な> 

お定 SS 涅巧涵度 


UMccM ふ— 

な国/時刻 タイマー®応 

'''''N f N / .. 、 / '' 、 

— 牛 お晦う おやすみ 

_ J LLJ LrslrH _ i 


脚納 I おやすみ 


時 巧 


をが出時など、留守中に燃焼を開始するようなタイマーじツトは絶巧しないでください;'^—’—‘^'—^ 

• ;'T こ占，:1 こ;..’心こ'こ V 二ご二/*ご >• *3；； •’ •:一い。•、•技 i •八、， ；•；、•！パ*公:.ご'';*:...’、.三なィ户•ご A た:..。；: 














おやすみタイマー 


画おやずみタイマー運乾のセット 

おやずみタイマーキーを巧しでください。 

@設定時間のおやすみタイマーランプが点な 
し、設定時闇経過俊白動消火し、同時に 
デジタル表示部は C ^：[ fT ] となります。 


«1回巧す 
ろ2回を甲す 


1時間運乾を自動消义 
2時間運乾を S 勸お乂 


〈設定時間のおやずみタイマーランプが点な〉 

設恐 as で瞄 EE , . 

； B 5 tyB 5 SU g ィ , 一 厂- . 

ゴ山幽 
學 •、 

設定 B き間経過後、自翻消义しまず。 

な五風空 なの湿な 

お4 1ぃ M • , 

ミる な/時別_ _がマ-5$巧— /-^ 

—[ I 牛〕 固ょ司 | s 神3 隱晋 


图おやずみタイマー運蘭の解除 

おやすみタイマーキーを巧して、おやすみタイマーランプを消なさせでください。 

•このが態で、おはようタイマー運転され 〈おやずみタイ7~ランプ消 な> 

でいない攝合は燃焼び継続しまずので、 

消乂すると苦は運転キーを巧しでください。 

y 世■凶 


0 • MBi 組■.か’が時因* m 

>»£■ • fea _ •_ "2800.' 7 ミ _ I 


おはようタイ巧品诚:巧やち巧が?イタ端免圖厳 


1. おやずみタイマーをたットしでくだまい。 
(原12ぺージ） 

2. おはよラタイマーをむツトしでください。 
(1^11 ぺージ） 


/設定時間のおやすみタイマーランプと \ 
\おはよラタイマーランプ、運乾ランプび点な/ 

掛占曲弦 巧巧狙田 , 

■が H 巧 1 KM — 

1—1 f+i &ょぅ I S 对霞尋 


糖すおやずみタイマ-のじットを免におこなってくださし、。 —' 呵顯 f '%" 〜’な#1 
おはよラタイマーのじットを巧におこないますと、一宜消义しであ体の部び巧えでからでないと、再点乂でき 

A 、..., I じ.'/* ，1、、■い '., " >"ペ — I :"(•>>< •一",な，.. • *.,*べ ,*\*»?、V 一 ,: w MM > 'バー,，.••い •• •,! ■—〜 か,-/-•，一 w , !»•*«•.w * — -•»»•••. I • •»—.、■..、，、、•.い... .■ . 、 ••、 r .,... .. 

まだん。..’..;...’..’...。....,.. 


ず替ルド□ック 


お寺様などによるいたずら操作の陪止や、誤って遷處キーを巧しでち点乂しないよラにする機能です C 


圈チャイルド□ックのセット 

チャイルド□ックキーを3巧な巧に3回巧しでください。 

® チヤイルド□ツクランプが点なずるとじツト完3でず。 

参 運輯中または停止中でちチャイルド□ックできます。 


〈チャイルド□ックランプ点な> 


巧在堀ち 巧内捕巧 

1^ — 广广 ^ , u M 



I チャイルドロックの解除 

离度、チャイルドロックキーを3砂な巧に3回巧しでください。 


ミ!戳醫鄉箱媒織黯纔離緊薇驚纖體競胃^^5 

一 ——• 一',' —、 一. ’ . ■一 ^ •* 一 > . •一 — ■ 









画安全讓置 


このス1ブには次のよラなまを装置がついでいます。 

すぺでの安を装题は、異萬が取り隙かれでち再度点乂操作しなければ選転は惇止したままです。 


-ま-…全:。'—、 p / 醒…- 

一——…— 原因-•-作動結果 

:革怒を强立？^こ妈廳 方 まをぞ亡 

巧震自動消火装置 
( 〇| 表示） 

® 地麗(約麗度5な上)や強い衝整 
を資けたとをは巧麗自動消火装 
霞か’作劃)しで自動的に消火しま 
す。 

♦地媛じよって作動した擺合、周固の可燃物、磯器の 
損傷、ミを漏れ、給排気筒のがれなど異篱か’ないこと 
を聰認しで力^ら再点火しでください。 

点火をを装置 
燃焼制御装置 

り。 嚴示 が引 表示) 

♦ミ由がれ-点乂 S ス-透か消火し 
たと吉に自勸消火します。 

® 「日常の点検-ま入れ」 （ cy 14〜17ぺージ)をしで 
から点火操がをしでください。 

赃禮しでち織り返しエラー表示び出るときは、一昼 
運転キーを〔停止〕にしで販売店に連絡しでくださ 
い。 

停電を全装置 

♦障題や電源プラグびコンたン S 
力\ら據けたときは、すべでの運 
転を停让します。 

♦偉單復離(再通堅)後デジタル表示部に巧び表示 
され、ストーブは運輯しません。 

再度点义操作をしでください。 

過熱防止装置 

〔るをサーモスタット] 

(表示部を消紅） 

♦通風を気取入□や温風の出□び 
昔こりなどで/をさがれたり、ス 
h —ブ前面に厲善物か’あるなど 
しで本体の部か’過熱すると呂勸 
のに消火します。 

♦温風空気取入□や温風吹出□の揺除をしでから再お 
火しでください。1目.17ぺージ） 

処疆しでを繰り返しエラー衷示が出るときは、一旦 
運拓キーを C 悟止〕にして販売岳に連絡しでくださ 
い。 

ノ 


■その他の装置 


裝麗 のを称 

原因 i 作動結果 

処置方法 , 

排気管抜け検巧装置 

♦排気管の接続部か t 列れたり、排気管 
旅け検知拓 U — ド線が脚線したと苦 
には、安ま装還か’作 U し、エラー表 
示1巧 1 を表示し、目勸的に消火し 
ます。 

: >が奇舊提けおが装慶 .1 こたよ;らす駕 福 
—. 搶排気窗や延長管を百に!度は点- 
1 おしてください。： 品 1 籌击占： 

♦原因を調べ、処麗後点乂操作をしでくださ 
い。 

排気管抜け検知巧リード線のゆるみまたは、 
外れ-断線か’ないか體認しでください。 

再点火まを装置 

•消火直後、本体内部が冷却しないラ 
ちに再点火擦作をしでち、一旦ぶ却 
しでからでないと燃焼しないよラに 
なっでいまず。 

♦本体内部か"ち部するのを待つで(約 1 日か)、 

ちラー廣点乂操たをしでください。 

室温異常上昇防止装置 

♦部厘の温度が 50 で封上になったと 
きエラー表示|£[|を表示し自勤 
的に消乂します。 

♦ルームサーモわンサの周囲を病、検し、窓を 
あけ、部屋の換気をしでから、点义操たを 
おこなつでください。 
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X 巧タンクの仕様により確認ちまび異なります。 


2. がを巧< 


給排気簡接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検(使用ごと） . 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （ 1シーズン ls 2 回) 


國屋内巧油タンクを一例にして説明 

•ミ由タンク巧に水びたまると、化グージの阿巧と水の境巧面にホ色のフ 
□-卜び還き上びりまず。 

1. フロートの点検 

參フ□ートが唐き上がつでいたら水抜きをおこなつでください。 


化グージ 





フ〇—卜 
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♦給が気筒びつまると、不完全燃焼をおこします。 

シースン辄めには必す,再横し、くちび巣をつくったり異物び入ったりしでい 
ると善は、必す掃陳しでください。 

g 給排気窗を一廣取り外しで、再び取り巧けると苦は、排気管の接続部の部に 
はめこんである0リングび破損しでいないか確かめでください。 

破摸しでいた場さは、お賛い求めの販売店に交換をの頼しでください。 


おが巧茵 


端端 S 


«[造^獲告 I 給排気筒(管-ホース)ががれたまま使巧しないでください。 

がれでいると遲疲中に排ガスび漏れで危険です。 

み la 變告 I 稷雪がきいときには、搶排気筒トツプの周りび墅でふさがれでいないことを確認しでください。 

ぶ、さか* n でいるときは、除雪しでください。閉そくしでいると、運起中に排乃スび室内に漏れで危険でず。 
♦給島隔简および卜、ジブの周画に障書物び題かれでいないか、ときどき爲検しでください。 

障害物が窗いてある場さは、移動しでください。 


⑥ レ h を愚 1 カーテンや燃えやすいちのを巧づけないでください。义巧か‘発をするおそれか’あります。 

® ほこりや汚れをそのままにしておきますと、油びしみたりしで危険です。 

ストーブはいつち濟韻にしでご使巧ください。 

感 「 A を愚 I ミ由タンクやゴム製送ミ巧管-接合部および機器などからの: a ミを漏れがないことを確認の上ご使巧くだ 
さい。 

♦巧漏れびを香場を[ま r 整麗い求めの販売店に修理をの頼おでぶ.吗さ巧。磬お窜荀撫热涛巧ド ’ I ’.-. ‘バー"'':- 

感ゴム製送油管は、屋外で使巧しないでください。屋外での使巧は禁止されでいまず。 

屋内でゴム製送油管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れびないか確認し、欠為びある 
とぎは交換しでください。交換のめやすは、 3 年に一度です。 


画曰常®点検 • 夢入れ 

点検-ま入れは、消乂穫ストーブび十分冷えでから、必ず電源プラグをコンたントから抜いでおこなってください。 

;@爾気部品の分おや巧販品とのなおな無舞たむをむ％ミ庭客む产:巧こ: >を哲ゴぶ:^:与常ぶ； 

参燃焼部の分度は絶巧にしないで < ださい。 
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♦定'巧面器には、ごみを除くためのストレーナびついています。 

水やごみびたまると、なミ由の流れを妮けて、十分な火力び出なくなりまず。 
シーブン終ねりじは、次のよラに掃陈して<ださい。 

(定ミ由面器ののなミ由を抜くときち同じちをでおこなつてください。） 


1. 巧タンクの送’ぶパ J レブを閔じでください。 

2. ス6プ萄面にあるストレーナの摇除□に/ W キ 
などの障紙を差しをんで、油ガイドを作0 、その 
下に容器を置いでください。 

( FF -448 S はち側面に摇除□がありまず。） 

3. ストレーナの止めねじをゆるめで巧しでくださし、。 
定巧面器の巧れたな油やごみびを部流れ出ます。 

んストレーナを取り出して、きれいなな;巧の中です 
すぎ洗いをしで <だちし、。 

♦絶巧にがで洗わないでください。 





組な でるとさは 

♦ストレーナゴムパッキンを想れないよラにしでくだ 
さい。 

参ストレーナを逆に入れないでください。 

♦ストレーナの止めねじを、固く捕めつけでください。 
•お漏れびないか梶攝しでくだちい。 



ストレーナ 


ストレーナ zf ムパツキン 


止めねじ 


X イラストは FF -358 S を示します， 


オイルフィルタの掃除 （ 1シーズン1〜2回）お買い求めの販売店に依頼してください。 


•オイルフィルタにかやごみびたまった場含は、巧のよラに掃除をおこなつでください, 
(オイルフィルタのなミをを抜くときち同じ巧をでおこなつでくださし、。） 


1•巧タンクのを巧 / W レブを閱じで、オイルフイルタの 
下にでぎるだけ大ぎめの容器を巧意しで < ださい。 

2.ストレーナカ、ジブを巧し、カップにたまつた水や 
ごみを捨てでください。 


ストレーナス、ジブ 



フイルタ 


3.フィルタを賣下に引いて巧し、きれいな巧;巧ですず 
ぎ巧いしてください。 

♦絶がに水でなわないでください。 



きれいな 
/巧ミ由 


4.フィルタを組みをみ、ストレーナカップを強く締め巧けでください。巧タンクの送;巧八‘ルブを開き、送巧 
経おのの空気巧きをし、巧漏れびないか確認しでください。 （13= 8ページ） 





点义ヒータの点検（シーズン初め） お賈い求めの販売店に依頼してください。 


•点义ヒータや点义しんにすすび巧着すると、赤熱ぴお下したり、巧の吸い上げび悪くなり、着义不良の原因 
になります。 

•点乂ヒータの脱離は入をにおこなラ脏、碧びありますので（燃焼巧空気の気密性な持のため）、必すお题い求めの 
販売店に依顆しでください。 


ポットゾ V ’ーナの点検（シーズン初め） お買いホめの販売店にお頼してください< 


♦バーナ内部や燃焼リングの点検は富度な按術を必要としますので、お買い求めの販売盾に依頼しでください。 


のぞき窓の透明度び悪くなつたとき… ぉ賈い求めの販売店に依頼してくださし、。 


A のぞぎ窓の透明度か‘悪くなつたとぎは、巧のよラ【こ掃除しで 
ください。 

♦前パネルをがし、のぞき窓をとめでいるねじを外じで.か 
し水を言ませた巧でふき取つでください。 

♦ねじ部は帯温になつでから夕 ' i しでください。 

♦ちとどおり、均一にねじを締めで固をしで<ださい。 

参のぞき窓をがしたときは、パツキンを新品と交巧しでくださし、。 


温風吹出口の掃除(週1回) 


•本体や温風吹出□のちれは、巧体が冷そでから、しめらせた 
やわらかい巧でふぎ取つでください。 

•しつこいちれは中性巧剤を使巧し十分からぶきしでくだミい。 
♦温風の出□羽根を巧げたり、をおさせないよラにな恩しでくだ 
さい。 


熱交換器の点検 n シーズン1 〜 2回） お買い求めの販売店に依頼してくださし、。 


•熱な換器の巧部にすずが巽常にたまると、不完全燃焼の原因になります。 

♦票常燃烧([こおいびしたり、給排気簡力、ら需煙か•出るよラなとき)びおこつた擬合には、バーナの庶横とあねせで 
熱交換器の点検をお因い求めの販売店に依頼しでください。 



※イラストは FF -358 S を示します。 



巧流用送風機闲流フアンガード）の掃除（週1回な上)」 


® 巧流巧送風機-巧流ファンガードは週1回が上摇陈しでください。 

•巧流巧送風機のガード（巧流ファン乃ード）にほこりか‘たまると、富か’大きくなつで温風麗びかなくなり、 
暖房出力び傾下すると同時に、ストーブ巧の温度び異常に富くなつで、過熱防止裝驢廣全サーモスタット) 
が作勸する擺合びありまず。1週間に1回]^上は、次のま順におつで対流巧送風機を取りがしで掃隐をし 
で < ださい。 


■巧流巧送風機の夕 I しかた 〈 FF -448 S 〉 

1. 運 乾を停止し巧流巧送風機びとまつでいることを確認しでください。 

2. 茜 湿カバー(上)を固定しでいる化粧ビスを取り巧してください。 

义巧流巧送風機のリード 線 プラグを巧いてくだちい。 

4. 媒ねじを巧してから、巧流巧送風機を後ろにおけなびら上方へ引き 
ザしブ/でさし、 

5. 揺除機などでガード-モータ*羽根についたほこりを取り除いてく 
ださい。 

0菊般を曲げたり、蕊おさせないよラにま愚してください。 


化おビス 



プラグをおく 















國対流用送風機の組み付けかた 〈FF-448S> 

參巧流巧送風機を巧したとぎと逆の順原で、ちとどお0に組み巧け 
てください。このとき、巧流用送風機の下側のゴムの部分をブラス 
チックの溝にはめ込んでください。 



圍孙流ファンガードのがしかた 〈FF- 3日83〉 

1. 運おを惇止し、巧流巧送風機が止まっていることを確盈しで< 
だざい 

2. フィルタ固定ねじを巧しでください。 

3. 巧流ファンガード上部のとってを後ろに巧しで上に劲ま上げると、 
巧流ファンガードびかれます。 

4. お除機などでガード*モータ*羽根についたほこ0を取0除い 
て < ださい。 

•師を曲げた-り、熟 g ミ被ぃ按にを窓し5魏謀餘纖玻 

函対流ファンガードの組み付けかた 〈FF-3 己 8S> 

1. 対流ファンガードの下部巧縮を、巧流ファンガード取が台のツメ 
(3 力巧)に引っ掛けでください。 

2. 巧流ファンガード上部のとってを機具測に巧して、巧流ファン 
ガードをはめでくだまい。 

3. フィルタ固定ねじで图定しでください。 


はめ込む 


フイルタ固定ねじ 
么 I 巧流フアンガード 


とつで 



m 


巧流つアン • —一 I 
ガ—ド驗台ツメの削に入れる 


♦姑統ブ梦え P ドみ描陈は淫起を傳止し、必すが流巧を風機び止まクでし、るが態でおこなちでくだま’し、 
ゆ I 造注愚]が流コおシ対-■..ド—を巧したが態では、絶巧に運短しないでください。 "こ’ 

-^流フアンガードはフィルタ固定ねじで、必す固定しでください。 


地震などの災害が発をしたときの点検 


地釀などの災害び発生し、磯器に擺勸や衝擊かで D わったとぎは、運輯前に必す巧の点懷をおこなっでください。 

•給排気筒周りの巧れ、漏れの確認 
® 口-ぶ配管からの漏れお强 

点検で異常びみつかった願合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


養情点検 



—長年ご使用の密閉す吾油を h ご 言基巧桌穩をぜひ 


♦油ちれびする。 

こんな症状は ♦強いにおいびする。 

ありませんか ♦達藍中に異常な音がする。 

•その他の異常や故障か’ある。 




故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 

点横-修理についでのご麵巧 
など詳しいことは販売店にご 
ホ目談ください。 
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な油をとりか之、定'进面器の幅除をする 
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原因を取り腺いた後、再点火する 


/ームサーモじンサの周固を点検する 




fc "* I 娘兒店に懷理をの顯する※ 



がなず ス 

7 

SI 
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I 販壳应じ修淫を依頑する 


ストレーナを則しで摇除する 
油タンクのかをあ< X 


送ミを経路の空気旅苦をする 


、卜ーブを水平に洞節する I - 


-I 延長 3 m 、 巧びり3窗巧が下にする※一 


「地展などのお塞か‘発ちしたとぎのお検」13 
り の点侯頂目を確额し、運輯キーを巧しな， 
おし、再点乂する※ 


a 故障-異常の見分け方と処置方法 


次のよラな現象は故曉ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめ<ださい。 


巧めで使巧ずるとき、煙やにおいか’出る。 

初めで使巧ずるときや、シーズンのめの初使 
话時に1◎で適火しない。 

点乂しでち2〜3かで消火しでしまラ。 

、、1,, ^然焼關?!^時や消乂をに「ピチ‘ビチ」とし、ラ 
泊义時 音かする。 _ 

点乂しでちすぐ温風が出ない。 

消义しでち温風び出でいる。 


燃焼日寺おの中に黄をいお（巧义）か‘還じる。 




が窥窗の巧端から運続のに白煙びおる。 


耐熱莖料やほこりなどが焼けるためです。しばらく窓をあけで換気し 
でください。 


參定殖面器リ它ットポタンをじットしでください。 （ C ^8 ページ） 
♦ち巧紹授巧の空還抜ぎをしでください。 （ tys ページ） 


本体の部が熱により瞪張、収縮するためです。聘巧ではありません。 


不快な冷風を出さないためで、本体内部が暖まると温風び自翻のに吹 
ぎ出でさます。 


巧怔内部がち却するまで送風を継続します。 


冥をではありません。 


が気温がほくなると、がガスかに含まれでいる水分が凝結しで水霖気 
になるためで、異巧燃焼による白煙ではありません。 


巧の表にちとつ‘いで、モラー度お確力、めください。 

処歷ちるで※巧の頂目や、処題ちまにより処壓しでち良<ならないとぎは、お買いすめの販売盾じご相談くださし、。 


お火ヒータの断線 


な义ヒータと,な义しんとの位画関巧ヴ寒い 


油タンクにななびない 


燃焼リングび正しくじ、シトされでいない 


定迪面器に化、ごみの目ブまり 


ごム製をミを管に空気だまりがある 


曲 HBBB 



ストーブび傾削しでいる 


1 

排気輕の配禮か’長い、曲がり趣巧が多い 


1 


mwmmmmmm 
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強い地麗びあったまたは、ストーブに強い 
砸黯をち是た 


なミ由に水が混入しでいる 


排気啓の接続潮にスキマカ< ある 


給排気窗トップか‘おおわれでいる 


連絡パイプの袋ナツトが締まつでいない 


型源〕ー ドの断線 


過翻防止装禮の作動（まをサーモスタツ f -) 


室温異常上昇抵止装躍の巧励 


排気舊振け職知装體の巧勸 



愁照するぺ—ジ 




運疲ランブを〇かない 
速振しない 


突が义び消え運拓び 

とまつた 


义びをかで消えでしまラ 


のぞぎおが<をる 


異常燃焼する 


火力び大きくならない 























































圓部品交換のしかた 


部品交換のとさのを意 J 


す完まな修逗、:調整は危険ですめを、部品资巧換、'弱慈が返!要な禱合には r お貴い衆姑め販亮店 
. .. 交は、修理資を蓄.〔(財)曰本を油燃焼機器保守摇貪でおこなラ技術管理講留会修了草(石;巧機器按 
術管理±)など〕のいる販荒店にご相談ください。. ■■- 

_ • ■. . '* :- ' ...こ- '：.； -'： , 

部記交換はコ ロ ホ 純正部品 と雄定くぉ萬が讀 


消耗 • 努祀レやずい部品（交換が必要な部品) 


[^娜間の使用により消耗•惡化しやずし、却品^^ 

參点乂ヒータ（点火しん） 
@パイ□ツト IJ ング 

\ 

@0リング 
® パッキン類 

ノ 


変夏•の密ロミ苗の使用により器化しやずい部品ミ 


•定油窗器 め点义ヒータ（点乂しん) 

♦ポッ K パー ナ 


圆保管很期間使用しない場合） 

おしまいになるときは、曰萬の点検■寺入れの頂を参照し、巧の愛領で保营しでください。 


1. 電源プラグをコンたントから巧いてください。 

雜 I A 注意--1 長期間使巧しないとぎは、耍源プラグを巧いで<ださい。 


2. 巧タンクの送な/ツレブを閉じでください。 


3. 巧流巧送風機の網根、モータおよびガード（巧流フアンガード）のほこりを掃除機などで取り 
除いてください。 目 • 17ぺ—ジ） 


4. 本化のごみやほこりを取り除いてください。 

@摇除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


5. オイルフィルタと定巧面器巧の巧油を抜き取つでください。 日ページ） 


6. 本化をしめらせた巧でちれを窓しでから、からぶきしでください。 ペ-ジ） 

7. ス I ブは据付けたまま保管してください。 

•温風吹化□や當面の対流苗送風機の力‘ード（対流フアンガード）に(まこりなどびたまらないよラにカバーをかけで 
ください。 

® どラしでち取り外しで保營されるときは、ボリ巧をかぶせ、乾燥した據前こ横倒しにしないよラおしまいくださし、。 
@巧シースンに据巧けをおこなラときには、必ずお翼い求めの販売店に依頼しでください。 

:取破蠢藉娠蘇據鍵替於气 — 才—…个 ''一--- r ~、- 










型すの.哑び 

FF -448 S ; 慮来郵抗斬447ぶ..^; 

, , F ら 358 S 僵本型す FF -：3 S 7 S ) 

種 類 

ポットす.強制給排気お.強制が流お 

点乂 方な 

電気点义す 

使 巧 燃，消 

な'ぶ （ J に1号なミを） 

燃料消黃靈 

發大 

0.48 L/h 

0.39 L/h 

叢-ル 

0.20 L/h 

0.20 L/h 

発熱麗(入力） 

靈大 

17,780 kJ/h 

14,440 U/h 

避ル 

7,410 kJ/h 

7,410 kJ/h 

熱効單1 

靈大 

88.0 % 

87.0 % 

觀ル 

87.0 % 

84.7 % ■ 

暖.房出力 

鹽’大 

4.36 kW 

3.49 kW 

霞ル 

1.79 tcW 

1.74 kW 

標華適室 

温暖地 

木 造 18 が (11 题)まで 

コンクリート26.日が (1 日曇)まで 

水 造 15 が!：白塾まで 

コンク!」ート21.日が (13 蟲)まで 

馨を地. 

木 造 20が12經)まで 

コンクリート29.日が (18 蠻)まで 

木 造 1日が（ 9置)まで 

コンクリート 25が (15 鐵)まで 

がおブ法(糧台を含む） 

高さ600 mm 幅500 mm 與巧 324 mm 

富さ 550 mm 幢 41 5 mm 輿巧 302.5 mm 

質 ■题 

20切 

16 kg 

電源驅圧なび周破数 

100 V 50/60 HZ 

定を消變.舉力 
50/60 HZ 

最大 90/89 W (点义ネリ巧に短時間発生） 
燃焼時39/29 W 

霞大 90/89 W (お义切期に短時間発を） 

燃焼時38/28 W 

待機畴消變舉.力 

1.7 W 

給が気茵の型なの呼び 

QU 4-3 

給が気商の巧び语 

D 40 

給が気窗の壁窗通部の孔径 

ホ 75 mm 

排 気 湿’度 

260でな下 

鸾流.ヒユズ 

5 A 

をを 装檀 

巧慶自勸消火装題•点乂安全装題•'燃焼制御装題’停要ちを装面‘過熱巧止裝題(まをサーモスタット） 

. .そ一の——他…-の〜装〜题 

島 f 気舊巧け横知装置-再点火を全装题-室温襄常上异防止装题 

巧.谭.. 品 

給排気筒じット1 • エ畢説明靈1‘巧扱説日月遥1 • 本体固定ま真2,禮台1 • ゴム製送油舊締巧バンド2 


標準適室は、な固を人-曰本ガス5巧機器ェ冀をの窝定基缉(こよります。 


C 夕巧ミ寸法図） 
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函保誕期間が過ぎているとをは ，■: -古----二子；:二:-: 

ゆお資し、求めの販売店にごす目離くださし、。慢理によクで使租できる製品につし、ではお台様のご要蟹だま。有料修理し、たしまず。 

函補修用性能部兒①保有期齒 こ:: 3.. 二 

感行油ストーブの補修巧牲能部品（機節を辞轉するために必蟹な部品-) — I を保育巧園!ま臀造巧ち祝り後7巧です。 

國修理に出されるとをは ' i . 三/: i 呈呈こ-二. >. …蟲毒志:晶帯蟲茜.…ぶ..:.- 

@輸逆時や運搬時に定ミを面器肉に口油び残うをままでずと、傾安を振 i 担紋弹力 1 ご—度れることがありまずので、必ず抜き取っ 
でください。 お一鸟華—.-' ，:バ 


ち本整の「故障•異常の見分けちと処超ちま」 （n^ 18ベージ）の頂に従つで調べでち良くならないとぎは、逛源ブラクを巧いで 
お题い萊めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相鼓窓□じご連総<ださし、 

@ご連路いただ言たい巧容は巧の適りでず。 

® 品な 

9型なの呼び 

9ご住所.ご巧ち.お通話番涅 
6お贸いあげ曰 

©巧階がな（でさるだけ興化的に） 

® 修理に隙しでは、な誦需をご提示ください。保郡期間中であれば保证鹽の規定にがつで稱料修理させでいただきます。 

鱼ご不日月な点や修理に関するごホ目殺は、お廣いずめの販売店かおおくのコロナお客樣ごホ目欲窓□にお問いさねせください。 


® このコ□ナ密閔すを;由ストーブじは保班靈びついでいます。「お员いあげ日•版売居さ」などの記入をお罹かめのラそ、販売运か 
らお受けとりになり、大切【こ巧舊しでください。 

♦保紅期間はお画いあげいただいた日から1年茵です。 

® なのよラな原因による故障および巫なにつぎましでは、保证のな象じなりませんのでを漂しでください。 

® 愛質なミをや不細な'逆など、またの巧]^がの燃巧使巧によるな區や畢巧:。 

6誤った使巧ちるによるが階や舉が。 



ボットバーナ ちを巧 巧おポンプ 


コムお送油咨 


送なバルブ 


アフタ—サ—ビス 


扱が巧沒板 













麵付け 


15 E 巧日 WD り 

据巧け • 移設工事は販売店に依頼ずる 


据巧けや移設エ雪は販売店または設屬業害に依頼しで、お客様ご自身ではおこなわないで<ださい。 


据巧け場斯の選定および標準据付け例 


据巧けについでは、火災予防祭例、電気設備に関する技術基準などをちの基準か•あります。 

工事説晒盤の「特にを慈しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください) j をお読みになり、販売店または 
撤すけ業音とよくごホ目談ください。また、 r 標準据巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


i 稻づけ例 


〈正面〉 


'麵證崖. 

日 OoL 上 


〈側面〉 

mMmwMmr 




HR 



く給排気筒の正面> 

ソ/////////里がぶ////////////, 


liHi 


巧画定を巧 
が•的鄉巧巧 S ) 


嚷丄 

^巧面•スラブ面などイ^ 



あプる9の 

(スぺーサを西用しない巧を） 




据イ寸けをの確認 


据付けび終ね0ましたら、ちラー度、工事説明蜜の r 特にを恵しでいただぎたいこと（受をのために必すお守りくだ 
さい)」をお読みになり、エ畢説巧蜜に記載されているとおり据巧けられでいるか確認しでください。 


試運輸 


試運乾は、販売店または据巧け業着とごいっしょに胁ずおこなってください。 

1 .運乾準備 保7 . 8 ページ） 

( D 油タンクにな;巧 (J 旧 1 着な巧）をおなしてください。 

② 巧タンクの送巧八’ルブを閒いて、をが措路巧のを気をさをしてください。 

③ ス I ブ側面の化平器で、水平に苗歷されでいることをお湿しで<ださい。 

@定巧面器リたットボタンを程く巧しでください。 （13= 8ぺージ） 

感ス I ブの獨台の上や送油管の接掃部に、油のたま 0 や油漏れがないかおかめで<ださい。 
⑥离巧（极离500〜1500 m ) で使巧される場合は、空気が巧巧なため渦疫が必要となりまず。 

(詳しくは、工事説明题の （窩地で使巧巧攝昏） を参照しでください。) 

③遇 源ブラグをコンじントに差しこんでください。 

感 Fa 注厦1 電源プラグは、コンむントにおまで確実に差しこんでください。 


2 •運乾（庭-9 . 10ページ） 

①運拓 キーを巧して ください。 

® 運臨ランプが点にし、約1分をに点义しまず。 

鱼•点义後5〜 S 分で巧流巧送風機がまわり温風び出ます。 


巧めて使巧するとぎは • 


資ストーブ巧を巧营に巧ミ由び痛たされでいませ化のでミ:党:立ち消えするごとが忘りまず。でこの場さは、一写消义しで 

おめるのを待ってから苦を-屋点が巳赏だぎらがぉ；__こ;:.： r 古ご：-:' 

@耐熱蜜料などが焼けで煙とにお'いが史ることがおりま寺。^'窓を閱けで部屋の披気をしでください。 

③運輯 キーを巧して < ださい。 

卷運乾ランプび消灯し、約10分勸こ燃焼巧送風お•対流巧送風おび惇止します。 
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092)474-5775 
092)474-6414 
093 592-8666 
099 231-1252 


01107002 本な.エ巧ミを巧巧巧保 7-7 = f 955-8510 T 巨 L ( 0256 ) 32 — 2111 (大巧巧) 

柏崎エ惕泡崎巧定 ST 2-58 で 945-0817 TEL ( O 257 〉 23 — 5175 ( ft 30 

摂巧エ热孩巧巧下をの惡ノ溝 1069 干 940-1146 TE しの 258 ) 22 - 21 21 ( げ巧） 
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シーサイド•バーク102 


九州地区 


中国地区 
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も FAX 0749)26-2116 
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東海地区 
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関奉地を 


FAX(03)3927-1160 
FAX(03 3927-1130 
FAX(03 3927-1160 
PAX 042)528 - 2382 
FAX 047)312-8338 
FAX 045)852-5540 
PAX ミ 055 268—15 お 
FAX わ 4B 651-6370 
FAX(048 651-6370 
FAX 027 361-9139 
FAX 028)632-5205 
FAX 0276)38-5508 
FAX 029)241-4268 
FAX た 29 83S - 1913 


北海道地区 


1りが3 - 3154 
1パ 871— 2000 
138)48-6080 
166 37-2338 
15か5-7510 
154)24-0451 
157 26-2107 


お客様ごホ目談窓口一覧表 


修理サービスや製品についでのご相談は機種ち を ご 確認の上、 
お賢いあげの販売店または下記のご相談窓□にご 依頼くださし、。 

ご乾居やご贈當品などでお困りの願合は、て記のおおくの窓□にご相務く 
ださい。 

ち称、所在地、擊お蛋号は、愛更する場合がありますのでご3霞くださし、。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 

つ□ナサービスセンター 

ゴゴ 巧を巧!ま. PHS 窗か引ま 

^01 20-919-302 最奋 のサー ビスセンター 
^リ^受付専用ダイヤル）へ直接おかけください。 

FAX 01 20-91 弓-322 _ _ 

化巧適.巧森照.巧田県.岩手県のお客媒は盈奇のサービス 
センターへおかけ <ださい。 


店_巧巧巧 

まが！ 


色：^^山ぉ内 

お 

仙仙邸山圧 


店-所が巧ほ-所巧所が巧巧 

支嗜讓宝韶議！ 

^^巧谷を ク な咨巧な 
直 V 岡ゴ师直 

居 I 山置卜提巧隱か 

広応岡 W 挪なな化庇瞄区召大 


应-巧巧所所巧 
夕 

%猫胜囊 

泣な沒巧谷 

心；{,班^に巧巧 

幌 

化れ皿化な細化 


さ面を东がつ 


大大巧の神孩拖 


5576656 

デデプでデでで 


103WA0423 -12 3 dsp 20 


株ぶ舍な3 






























































































